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日本の歌の美しさを広める

由紀さおりさん・ 
安田祥子さんへ感謝状
　「由紀さおり・安田祥子ファミ

リーコンサート～うたが咲いて

います～」を7月18日、中央生涯

学習センター文化ホールで開催

しました。

　美しい日本の歌を広める活動

をされている由紀さおりさん、

安田祥子さん。今回で7回目と

なるこのコンサートでは、来場

したお子さんが「もうすぐ妹の

誕生日なので、妹にバースデー

ソングを歌ってください」とリ

クエストする場面もあり、歌を

通じて来場者との一体感が増し

ました。

　コンサート後、美しい日本の

歌を広める活動をされ、牛久の

文化向上にも今まで貢献してく

ださったお二人に、池辺市長が

感謝状を贈呈しました。

稲敷地区6市町村放射能対策協議会

東京電力に原発事故損害賠償請求4,208万円 
　～牛久市分は1,483万円～

6市町村の首長を代表して、池辺市長が

東京電力に原発事故損害賠償4,208万

円の請求書を渡しました

　7月29日、稲敷地区6市町村放

射能対策協議会（会長・池辺牛久

市長）は東京電力（株）に対して、

平成26年度分の放射能対策経

費として、6市町村（牛久市、阿

見町、稲敷市、利根町、美浦村、

龍ケ崎市）合計で4,208万円を損

害賠償請求しました。このうち

牛久市分は1,483万円です。

　当日は、6市町村の首長を代

表して池辺市長が、東京電力

（株）茨城補償相談センターの小

沼俊彦所長に請求書を手渡した

後、各首長とともに放射能対策

に要した人件費などの未払い分

の早急な賠償を求めました。

小菊の目揃会開催

きれいな小菊ができました

　JA竜ケ崎牛久支店で、6月

25日、JA竜ケ崎花き園芸部会

（齋田忠良部会長）による小菊の

目
めぞろえかい

揃会が開かれました。

　JA竜ケ崎の小菊は毎年出荷

数量を伸ばしており、昨年の

出荷本数376万本、売上げ1億

2,300万円と、県内JAで第2位の

産地に成長しています。

　出荷はお盆とお彼岸をピーク

に11月まで続き、380万本の出

荷を見込んでいます。齋田部会

長は、「春の低温など厳しい栽培

環境が続いたがしっかり対応し、

自信を持って出荷していきたい」

と話していました。

常磐線利用促進街頭キャンペーン

常磐線を利用しよう！

　牛久駅とひたち野うしく駅で、

7月24日、常磐線利用促進街頭

キャンペーンを行いました。今

年3月、ついに常磐線が東京駅

に乗り入れとなりましたが、通

勤時間帯の乗り入れはなく、牛

久にとってはまだまだ不十分な

現状です。そこで、乗り入れの

認知度アップと同線の利用を促

進することで、通勤時間帯の東

京駅乗り入れとさらなる利便性

の向上を目指すものです。

　キャンペーンでは、駅を利用

する皆さんに、常磐線沿線のイ

ベントカレンダーやうちわなど

を配布し、常磐線のさらなる利

用の促進を呼び掛けました。

目揃会では、赤、白、黄色の小菊が並べら

れ、長さや曲がりなどの規格や品質につい

て、生産者、JA、市場関係者が熱心に意見

交換を行っていました
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茨城県女性農業士へ感謝状

牛久の農業を支えて21年

　茨城県女性農業士として、今年

退任となった中根早苗さんに茨

城県から感謝状が贈呈され、中根

さんが7月23日に市役所を表敬訪

問しました。中根さんは平成6年

から女性リーダーとして、地域の

農業振興に貢献。酪農家でもある

中根さんは、「牛久の酪農はこれ

から、今後も牛久のためにがんば

りたい」と話してくれました。

夏の交通事故防止県民運動

安全運転を心掛けて

　牛久市交通安全対策協議会は

7月17日、「夏の交通事故防止県

民運動」交通安全キャンペーン

を実施しました。

　ニトリ牛久店前交差点（牛久

市中央）で、自動車および自転

車運転者に対して交通安全の注

意喚起を行うとともに、交通安

全キャンペーン啓発品のティッ

シュとうちわを配布しました。

水難事故が起きないよう注意喚起

水難事故防止看板を設置

　牛久警察署生活安全課、ひた

ち野交番連絡協議会は7月13日、

水難事故防止看板を補修しまし

た。看板には「あぶない、キケ

ン」の文字とイラストが描いて

あり、小中学生が登下校に通る

道路沿いの小野川河川敷に倒れ

ていた看板を補修しました。今

後も水難事故が起きないよう注

意喚起を行っていきます。

運転手に安全運転を呼び掛ける牛久市

交通安全対策協議会のメンバー

牛久市では3人しかいない茨城県女性

農業士を務めた中根さん（写真中央）

今後も水難事故防止のため、活動して

いきます

緑ケ丘行政区の夏祭り

善意で提灯202個集まる

　緑ケ丘行政区（齋田文彦区長）

で、8月15日開催の区民祭を彩

る「名入り祭り提灯」が、個人や

事業所からの善意で202個集ま

りました。祭り提灯は、新設さ

れたやぐら周りや路上に華やか

に飾り付けられ、区内サークル

メンバーによる出店や、太鼓連

による太鼓の音色とともに、区

民祭をより一層盛り上げること

となりました。

おめでとう 大会結果

●第19回牛久ロータリークラブ杯

学童野球大会

開催日：8月1日・2日

場所：牛久運動公園

参加：16チーム（県南8市町村）

　牛久市からは4チーム（「奥野

ライナーズ」、「牛久中根サンダー

ス」、「牛久サウスBBC」、「刈谷

イーグルス」）が参加。「刈谷イー

グルス」が「小絹ゴールデンズ」に

4対3で逆転し、見事優勝しました。

●日本ボーイスカウト牛久

　第1団・第2団・第4団が寄付

寄付 温かい善意
ありがとうございます

　日本ボーイスカウト牛久第1

団・第2団・第4団が、8月12日に�

市役所を訪問し、市に3万9,833円

を寄付してくださいました。

　高橋開さん（ひたち野うしく小

学校5年生）は「牛久市だけでな

く、震災で困っている人たちに

使ってほしい」と話していました。

この寄付金は、7月に開催された「第34

回うしくかっぱ祭り」の会場で、東日本

大震災の義援金として募ったものです
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１・‌�２　河童ばやし踊りパレードコンテストで優勝した

牛久第三中学校（写真1）と上池台行政区（写真2）

３　�ダイナミックな踊りで会場を盛り上げる「よさこい

鳴子踊り」

４　�5月にデビューした牛久発ご当地アイドルユニット

「ノノキス」が新曲を披露

第34回うしくかっぱ祭り

 今年も盛大にうしくかっぱ祭りが開催！

成　績
7月25日【各事業所・団体】

7月26日【各行政区】

優　勝
牛久第三中学校

上池台

準優勝
向台小学校

東みどり野

第３位
牛久南中学校

小坂

審査員

特別賞
該当なし

特
別
賞

団
結
賞

・常陸太田市
・若佼連

・第８岡見
・神谷二区

触
れ
合
い
賞

・牛久市国際交流協会
・民踊・2005

・刈谷
・神谷

ハ
ッ
ス
ル
賞

・（株）関電工 人材育成センター
・下根中学校

・新地
・東岡見

ハ
ッ
ピ
ー
賞

・牛久市民生委員児童委員協議会
・牛久第二中学校

・緑ケ丘
・かわはら台

は
り
き
り
賞

・牛久市体育協会
・牛久第一中学校

・みどり野
・田宮

●河童ばやし踊りパレード

　　コンテスト入賞団体

３

２

４

１

　「第34回うしくかっぱ祭り」が7月25日・26日の2日間、牛久市役所

や近隣公園、花水木通りを会場に開催され、のべ約23万人が来場し

ました。

　2日にわたって行われた「河童ばやし踊りパレード」では、約1万

1,800人が参加。牛久第三中学校、上池台行政区が昨年に引き続き、

優勝を飾りました。

平成27年度　小学生模擬議会

 小学生が市政について元気に質問

　「平成27年度小学生模擬議会」

が8月5日、牛久市議会議場で開

催されました。模擬議会には、市

内8小学校から2人ずつ、計16人

の児童と、牛久市長をはじめと

する市執行部が参加しました。

　牛久市の模擬議会は、今回で

23回目。近年は、中学生と小学

生の模擬議会を隔年で開催して

おり、小学生模擬議会は今回で

5回目となります。

　模擬議会当日は、小学生模擬

議員の「授業でのタブレット学

習について」や「ゆるキャラによ

る広報活動について」などさま

ざまな質問に対し、市長、教育

長が答弁しました。

※詳細は、「広報うしく10月1日

　号」でご紹介します。

登壇し、質問を述べる小学生模擬議員。

傍聴者もたくさん訪れました
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牛久市は
スローフードを
応援しています。

再生紙、環境に優しい植物油インキを使用しています。
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USHIKU NEWS姉妹都市 カナダ ホワイトホース市青少年派遣団

姉妹都市ホワイトホース ～30年目の交流～

１　見渡す限りの大自然の中で交流を深める団員たち

２　お待ちかね！カヌー体験

３　�在バンクーバー日本国総領事館公邸で、岡田総領事

（写真中央）に面会。国際交流の第一線で活躍する方

に会い、団員たちはすばらしい刺激を受けました

　牛
うしく

久ふれあい保
ほいくえん

育園のお

友
とも

だちは、8月
がつ

8日
にち

に園
えん

の

夏
なつまつ

祭りで披
ひ ろ う

露する太
た い こ

鼓の

演
えんそう

奏をしてくれました。

　太
たいこ

鼓は竹
たけ

を切
き

ったもので、

叩
たた

いて演
えんそう

奏します。

　お祭
まつ

り当
とうじつ

日は、一
いっしょけんめい

所懸命

に練
れんしゅう

習した「かっぱ囃
ばやし

子」も

披
ひろう

露しました。

　暑
あつ

いなか、みんな、よく

できましたね！

ぞうぐみ

▼ �

おそろいの法
はっぴ

被を着
き

て

　太
たいこ

鼓の演
えんそう

奏「楽
たの

しいよ！」

　7月23日から8月6日にかけて、牛久市の姉妹都市であるカナダ ホワイトホース市へ、団長2人と13

歳から16歳の派遣団員12人が訪れました。1985年から始まった同市との姉妹都市提携は今年で30年、

今回の派遣団は第19回目となります。派遣団はホワイトホース市のご家庭にホームステイをしなが

ら、犬ぞり体験やカヌー体験、キャンプなどを通じて現地の同世代の青少年たちと交流をしました。

　また、途中経由地であるバンクーバーでは、総領事館公邸での昼食会に招かれ、岡田誠司総領事か

ら団員一人ひとりにお言葉をいただき、団員たちにとって貴重な体験を得ることができました。
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